cnkilLife

M TRIF UHXR ) 5 0—F b
H 42 045 EZ: APRab19265

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

F5H

FIREE
pFE

nIRTEE

BaFE

Bl

B{zFID
SwissProt ID
RER

D9 ¥R S 0—F Ik

SEE

WB,IHC,ICC/IF,ELISA

Eb. Tyb. ¥UX

IEHIR

HKEIE

I9G

RUsn—+i

N

Tmg/ml

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
AR

e

50% &) O—JL, 0.5% (FE5 > /o E, 0.02% Hi% 1 THEEI N £&¢ PBS &,
TI4 =T 4T

WB 1:500-1:2000,IHC 1:50-1:200,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:10000-1:20000

80kDa

TICAM1

TIR domain-containing adapter molecule 1 (TICAM-1;Proline-rich, vinculin and TIR domain-
containing protein B;Putative NF-kappa-B-activating protein 502H;Toll-interleukin-1
receptor domain-containing adapter protein inducing interferon beta;TIR domain-
containing adapter protein inducing IFN-beta)
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Toll/インターロイキン-1受容体（TIR）相同ドメインを含むアダプタータンパク質をコードします。このドメインは、Toll様受容体（TLR）とシグナル伝達構成要素間のタンパク質間相互作用を媒介する細胞内シグナル伝達ドメインです。このタンパク質は、侵入病原体に対する自然免疫に関与しています。このタンパク質はToll様受容体3と特異的に相互作用し、他のTLRとは相互作用しません。この相互作用は、抗ウイルス免疫応答において、核因子κBの活性化を介してインターフェロンβのdsRNA誘導を媒介します。[RefSeq提供、2012年1月],ドメイン：N末端領域はIFNBプロモーター活性の活性化に必須です。,機能：侵入病原体に対する自然免疫に関与します。 TLR3およびTLR4（TICAM2経由）によってNF-κBおよびインターフェロン調節因子（IRF）の活性化を媒介し、アポトーシスを誘導するアダプター。これらの受容体へのリガンド結合により、TIRドメインを介してTRIFがリクルートされる。明確なタンパク質相互作用モチーフにより、エフェクタータンパク質TBK1、TRAF6、およびRIPK1がリクルートされ、それぞれ転写因子IRF3およびIRF7、NF-κB、およびFADDが活性化される。,PTM：TBK1によってリン酸化される。,類似性：1つのTIRドメインを含む。,サブユニット：ホモ二量体（推定）。TLR3のTIRドメインと相互作用する。AZI2、TBK1、IRF3、およびIRF7と相互作用する。TRAF6と相互作用する。TLR4リクルートにおいてTICAM2と相互作用する。 PIAS4との相互作用は、TICAM1誘導性のNF-κB、IRF、およびIFNB1の活性化を阻害する。IKBKBおよびIKBKEと相互作用する。SARM1との相互作用は、TICAM1依存性転写因子の活性化を阻害する。TRAF3と相互作用する。,組織特異性：普遍的に発現するが、肝臓でより高レベルである。,
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	TRIFポリクローナル抗体（1:1000希釈）を用いたHEPG2細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000希釈。
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